
二
○
○
六
年
一
二
月
一
五
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
前
首
相
と
著
名
な
投
機
家
の
ジ
ョ

ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
氏
が
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
ホ
テ

ル
で
会
談
し
、
握
手
を
交
わ
し
た
。
和
や
か
な
ム

ー
ド
で
談
笑
す
る
二
人
の
姿
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
当
時
を
知
る
も
の
に
と
っ
て
は
「
奇
異
」
と
も

い
え
る
光
景
で
あ
っ
た
。
通
貨
危
機
の
ま
っ
た
だ

中
の
一
九
九
七
年
秋
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
総
会
で
、

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
ソ
ロ
ス
を
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の

黒
幕
と
決
め
つ
け
、「（
ソ
ロ
ス
は
）馬
鹿
者
（m

o-

ron

）。
通
貨
投
機
は
不
必
要
、
非
生
産
的
か
つ
不

道
徳
」
と
名
指
し
で
批
判
す
れ
ば
、
ソ
ロ
ス
も

「（
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
）
彼
の
自
国
に
と
っ
て
害

悪
（m

enace

）。
相
手
に
す
る
必
要
な
し
」
と
応

じ
た
。
二
人
の
対
立
は
人
種
・
宗
教
的
背
景
（
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
＝
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ソ
ロ
ス
＝
ユ
ダ

ヤ
人
）
も
手
伝
っ
て
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を
象
徴

す
る
「
途
上
国
政
府
」
対
「
国
際
金
融
界
」
の
代

理
戦
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

二
人
の
「
和
解
」
は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
が
過
去
の

も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
出
来
事
で
あ

っ
た
。

●
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
屈
辱

一
九
九
七
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
国
際
金
融

取
引
の
問
題
点
を
半
ば
感
情
的
に
提
起
し
て
ま
わ

っ
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
対
す
る
金
融
・
経
済
界
お

よ
び
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
冷

笑
」
で
あ
っ
た
。
為
替
取
引
の
規
制
を
求
め
る
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
の
主
張
は
ま
と
も
に
は
相
手
に
さ
れ

ず
、
高
度
な
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
な
い

一
途
上
国
の
独
裁
的
な
老
政
治
家
が
、
自
ら
の
保

身
の
た
め
に
経
済
運
営
の
失
敗
の
責
任
を
投
機
家

に
転
嫁
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
当
時
の
一
般
的

な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
が
海
外
の
会
議
に
出
席
し
、
そ
こ
で
為
替
投
機

を
批
判
し
、
取
引
の
規
制
を
示
唆
す
る
た
び
に
、

そ
れ
に
反
応
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
通
貨
・
株
価
が

下
落
す
る
と
い
う
展
開
が
つ
づ
い
た
。
こ
う
し
た

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
よ
る
「
口
害
」
を
、
当
時
の
副

首
相
兼
蔵
相
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
近
い
立
場
を
と
っ
て

い
た
ア
ン
ワ
ー
ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
打
ち
消
し
て

回
る
、
と
い
う
の
が
一
九
九
七
年
中
の
典
型
的
な

パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
頑
な
に
自
説
を
主
張
し
続
け

た
こ
と
に
は
、
彼
な
り
の
根
拠
が
あ
っ
た
。
経
常

収
支
赤
字
の
補
填
を
海
外
の
短
期
資
本
に
依
存
し

て
い
た
タ
イ
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
異
な

り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
場
合
、
直
接
投
資
を
中
心
と

し
た
長
期
資
本
で
経
常
収
支
赤
字
を
補
っ
て
お
り
、

短
期
資
金
の
流
出
が
危
機
的
な
外
貨
準
備
の
減
少

に
つ
な
が
る
可
能
性
は
低
か
っ
た
。
実
際
、
通
貨

危
機
後
も
マ
レ
ー
シ
ア
は
外
貨
不
足
に
陥
る
こ
と

は
な
く
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
融
資
を
求
め
る
必
要
は
な
か

っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
場
合
、
通
貨
危
機
は
周
辺

国
か
ら
の
「
伝
染
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
自
国
の

経
済
運
営
の
誤
り
と
非
難
さ
れ
る
の
は
我
慢
の
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
バ
ー
チ
ュ
ア
ル
Ｉ
Ｍ
Ｆ
政
策
の
失
敗

こ
れ
に
対
し
、
ア
ン
ワ
ー
ル
は
「
市
場
」
か
ら

の
信
任
回
復
を
最
優
先
に
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
韓
国
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
実
施
し
て
い
た
財
政
・

金
融
の
引
き
締
め
策
を
自
主
的
に
採
用
し
た
。
こ

の
方
針
自
体
は
、
当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば
や
む

を
得
な
い
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
一
九
九
七
年

秋
の
段
階
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
状
況
は
依
然

と
し
て
正
常
で
あ
り
、
為
替
の
下
落
は
「
信
任
」

の
問
題
と
見
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
現
実
に
は
、
ア
ン
ワ
ー
ル
が
主
導
し
た

「
バ
ー
チ
ュ
ア
ル
Ｉ
Ｍ
Ｆ
」
政
策
に
も
か
か
わ
ら

マ
レ
ー
シ
ア
│
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
孤
独
な
闘
い
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ず
、
通
貨
・
株
価
の
下
落
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

結
局
、
一
九
九
七
年
の
経
済
成
長
率
は
通
年
で
七

・
七
％
と
高
成
長
を
維
持
し
た
も
の
の
、
一
九
九

八
年
第
１
四
半
期
に
は
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
二

・
八
％
と
な
り
、
以
後
、
四
半
期
毎
に
マ
イ
ナ
ス

、
以
後
、
四
半
期
毎
に
マ
イ
ナ
ス

以
後
、
四
半
期
毎
に
マ
イ
ナ
ス

、
四
半
期
毎
に
マ
イ
ナ
ス

四
半
期
毎
に
マ
イ
ナ
ス

六
・
八
％
、
マ
イ
ナ
ス
八
・
六
％
と
悪
化
の
一
途

、
マ
イ
ナ
ス
八
・
六
％
と
悪
化
の
一
途

マ
イ
ナ
ス
八
・
六
％
と
悪
化
の
一
途

を
辿
っ
た
。
当
初
は
「
信
任
」
の
問
題
で
あ
っ
た

。
当
初
は
「
信
任
」
の
問
題
で
あ
っ
た

当
初
は
「
信
任
」
の
問
題
で
あ
っ
た

は
ず
の
通
貨
危
機
が
長
期
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
型
の
財
政
・
金
融
引
き
締
め
策
が
実
体
経

済
に
悪
影
響
を
与
え
は
じ
め
た
。
輸
出
関
連
産
業

の
生
産
指
数
が
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
一
○
％
前

後
で
下
げ
止
ま
る
一
方
、
内
需
関
連
産
業
の
生
産

、
内
需
関
連
産
業
の
生
産

内
需
関
連
産
業
の
生
産

指
数
の
落
ち
込
み
は
、
同
マ
イ
ナ
ス
二
五
％
に
ま

で
達
し
た
。
ア
ン
ワ
ー
ル
が
主
導
し
た
「
バ
ー
チ

。
ア
ン
ワ
ー
ル
が
主
導
し
た
「
バ
ー
チ

ア
ン
ワ
ー
ル
が
主
導
し
た
「
バ
ー
チ

ュ
ア
ル
Ｉ
Ｍ
Ｆ
」
政
策
は
、
結
果
的
に
失
敗
に
終

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
「
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ　

Ｂ
」
へ
の
移
行

Ｉ
Ｍ
Ｆ
型
の
政
策
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
み
な
ら
ず
、

他
の
国
々
で
も
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

た
。
一
九
九
八
年
に
入
っ
て
そ
の
失
敗
が
徐
々
に

明
ら
か
に
な
る
と
、
金
融
緩
和
・
景
気
刺
激
を
主

張
す
る
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
経
済
政
策
の
主
導
権
を

取
り
戻
す
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
金
利
の
引
き

下
げ
や
財
政
支
出
の
拡
大
を
行
え
ば
、
さ
ら
な
る

通
貨
安
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
ど
う
す
れ
ば
、
為

替
レ
ー
ト
の
防
衛
と
金
融
緩
和
・
景
気
刺
激
を
両

立
で
き
る
の
か
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
出
し
た
答
え

は
、
為
替
管
理
制
度
の
導
入
で
あ
っ
た
。

こ
の
措
置
は
リ
ン
ギ
の
取
引
を
マ
レ
ー
シ
ア
国

内
に
限
定
す
る
、
い
わ
ば
リ
ン
ギ
の
非
国
際
化
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
リ
ン
ギ
の
非
国
際
化
に

よ
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
中
銀
が
外
国
通
貨
と
リ
ン

ギ
と
の
取
引
を
完
全
に
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
短
期
資
本
取
引
規
制
と
固
定
為
替
レ
ー
ト

導
入
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
外
の

金
融
市
場
は
切
り
離
さ
れ
、
為
替
レ
ー
ト
を
保
っ

た
ま
ま
、
国
内
の
金
融
政
策
を
自
由
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
通
貨
危
機
の
回
顧
録
（
参
考

文
献
①
）
か
ら
は
、
当
初
は
政
府
・
中
銀
内
部
で

も
為
替
管
理
に
対
す
る
反
対
意
見
が
多
数
を
占
め

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
国
際
金
融
界
か
ら
マ
レ

ー
シ
ア
が
締
め
出
し
を
食
ら
う
の
で
は
、
と
い
う

懸
念
や
、
海
外
か
ら
の
借
入
金
利
の
急
激
な
上
昇
、

長
期
・
短
期
の
資
本
逃
避
の
恐
れ
な
ど
が
提
起
さ

れ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
為
替
管
理
制
度
導
入
の
前

日
に
は
、
当
時
の
マ
レ
ー
シ
ア
中
銀
総
裁
・
副
総

裁
が
辞
任
し
て
お
り
、
最
後
の
最
後
ま
で
政
府
・

中
銀
内
部
で
反
対
が
根
強
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
で
も
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
為
替
管
理
制
度
の

導
入
を
断
行
し
た
。
一
九
九
八
年
九
月
一
日
の
こ

と
で
あ
る
。
同
日
に
は
投
資
期
間
一
年
以
下
の
資

金
の
海
外
持
ち
出
し
を
禁
止
す
る
短
期
資
本
取
引

規
制
が
、
翌
日
に
は
一
リ
ン
ギ
＝
三
・
八
○
ド
ル

と
す
る
固
定
為
替
制
度
の
導
入
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
措
置
へ
の
業
界
・
メ
デ
ィ
ア
の

反
応
は
依
然
と
し
て
批
判
的
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

以
前
ほ
ど
一
方
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九

九
八
年
の
半
ば
に
な
る
と
、
Ｊ
・
バ
グ
ワ
テ
ィ
や

Ｐ
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
な
ど
の
著
名
な
学
者
が
自
由

な
資
本
取
引
に
対
す
る
疑
問
を
提
示
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
特
に
、
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
一
九
九

八
年
八
月
末
に
発
売
に
な
っ
た
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
』（Fortu

n
e

）
誌
で
、
通
貨
危
機
に
見
舞
わ
れ

た
ア
ジ
ア
諸
国
の
緊
急
避
難
策
と
し
て
為
替
管
理

導
入
を
「
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ　

Ｂ
」
と
名
付
け
て
提
唱
し

て
い
た
。
そ
の
ク
ル
ー
グ
マ
ン
も
、
直
後
に
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
が
自
身
の
主
張
と
ほ
ぼ
同
様
の
措
置
を

導
入
し
た
こ
と
に
驚
い
た
よ
う
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
へ
の
公
開
書
簡
を
発
表

し
、
①
規
制
の
細
則
で
は
日
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
妨

げ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
②
為
替
管
理
は
緊
急

避
難
措
置
と
考
え
、
最
長
三
年
以
内
に
解
除
す
る

こ
と
、
③
リ
ン
ギ
・
レ
ー
ト
を
割
高
で
は
な
く
割

安
に
設
定
す
る
こ
と
、
④
金
融
改
革
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
る
。

●
政
争
で
見
せ
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の

「
力
」

為
替
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
た
直
後
の
一
九
九

八
年
九
月
二
日
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
路
線
を
推
進
し
て
い
た

ア
ン
ワ
ー
ル
は
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
副
首

相
と
蔵
相
を
突
然
解
任
さ
れ
た
。
翌
三
日
に
ア
ン

ワ
ー
ル
が
与
党
・
統
一
マ
レ
ー
国
民
組
織
（
Ｕ
Ｍ

Ｎ
Ｏ
）
か
ら
も
追
放
さ
れ
、
同
氏
の
「
同
性
愛
」

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
報
道
さ
れ
る
に
至
り
、
ア
ン
ワ

ー
ル
の
排
除
は
経
済
政
策
に
対
す
る
閣
内
の
意
思

統
一
を
図
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
同
氏
の
政

治
生
命
を
絶
つ
こ
と
を
目
指
し
た
徹
底
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ア
ン
ワ
ー
ル

は
民
衆
を
巻
き
込
ん
だ
反
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
運
動
を

展
開
し
、
九
月
二
○
日
夕
刻
に
は
首
都
ク
ア
ラ
ル
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ン
プ
ー
ル
で
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
退
陣
を
求
め
る

四
万
人
規
模
の
集
会
が
開
か
れ
た
。
集
会
に
参
加

し
た
群
衆
の
一
部
は
首
相
公
邸
に
向
か
い
、
機
動

隊
と
衝
突
し
た
。
同
日
夜
、
集
会
を
主
催
し
た
ア

ン
ワ
ー
ル
の
自
宅
に
警
察
の
特
殊
部
隊
が
突
入
し
、

同
氏
は
国
内
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
。

政
治
的
安
定
を
売
り
物
に
し
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア

で
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
た
こ
と
は
、
内
外
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
国
民
戦
線
と
呼
ば
れ
る
連

合
与
党
の
中
で
突
出
し
た
力
を
持
つ
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の

総
裁
が
首
相
に
就
任
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ

の
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
総
裁
の
座
を
め
ぐ
る
党
内
政
治
が
マ

レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
権
力
闘
争
の
中
心
で
あ
る
。

党
総
裁
選
挙
を
翌
年
に
控
え
た
一
九
九
八
年
六
月

の
党
大
会
で
、
ア
ン
ワ
ー
ル
の
側
近
で
あ
る
Ｕ
Ｍ

Ｎ
Ｏ
青
年
部
長
ザ
ヒ
ド
が
、「
身
び
い
き
、
談
合
、

縁
故
主
義
」
と
題
し
た
、
暗
に
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
を

批
判
す
る
演
説
を
行
っ
た
こ
と
で
、
両
者
の
対
立

は
決
定
的
に
な
っ
て
い
た
。
党
大
会
直
前
に
隣
国

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
が
縁
故
主
義

批
判
に
よ
っ
て
退
陣
に
追
い
込
ま
れ
た
の
を
見
て
、

ア
ン
ワ
ー
ル
は
こ
の
党
大
会
を
、
形
勢
を
逆
転
す

る
好
機
と
読
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
こ
れ
に
対
し
て
す
ぐ
に
反
撃

に
出
た
。
数
々
の
民
営
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
株
式

の
特
別
割
当
に
よ
っ
て
誰
が
利
益
を
得
た
の
か
を

示
し
た
膨
大
な
リ
ス
ト
を
実
名
で
公
開
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は
、
縁
故
主
義
批
判
を
行

っ
た
当
人
で
あ
る
ザ
ヒ
ド
本
人
や
ア
ン
ワ
ー
ル
の

親
類
の
名
前
も
あ
っ
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
「
縁

故
主
義
」
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
誰

も
が
「
縁
故
主
義
」
の
受
益
者
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
ア
ン
ワ
ー
ル
や
ザ
ヒ
ド

が
主
張
し
て
い
た
「
改
革
」
へ
の
支
持
は
広
が
ら

ず
、
両
者
の
政
争
は
、
事
実
上
こ
の
時
に
決
着
し

た
と
言
え
る
。

そ
の
後
、
ア
ン
ワ
ー
ル
逮
捕
の
罪
状
は
彼
の

「
同
性
愛
行
為
」（
イ
ス
ラ
ム
国
で
は
犯
罪
）
で

あ
る
と
発
表
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
行
為
へ
の
警
察

当
局
の
捜
査
を
妨
害
し
た
「
汚
職
」
の
罪
が
加
わ

っ
た
。
当
初
か
ら
、
こ
の
逮
捕
は
恣
意
的
・
政
治

的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
世
界
中
か
ら
批
判
さ
れ

て
お
り
、
実
際
、
二
○
○
四
年
に
ア
ン
ワ
ー
ル
は

前
者
の
罪
で
は
無
罪
と
な
っ
て
い
る
。
逮
捕
の
真

相
に
つ
い
て
は
依
然
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
両
者

の
政
争
の
最
終
局
面
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

そ
の
強
権
的
な
手
法
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
ア
ン
ワ

ー
ル
と
の
政
争
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
自
ら
の
意

思
で
退
任
す
る
二
○
○
三
年
ま
で
「
五
年
間
」
と

い
う
時
間
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
そ
の
後

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
手
に
し
た
五
年
間
は
、
マ
レ

ー
シ
ア
経
済
に
必
要
な
施
策
を
行
い
、
そ
の
順
調

な
回
復
を
確
認
す
る
の
に
十
分
な
時
間
で
あ
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
実
施
し
た
経
済
再
建
策
の
中

で
も
、
迅
速
な
不
良
債
権
処
理
に
つ
い
て
は
特
に

評
価
が
高
い
。
不
良
債
権
の
買
い
取
り
、
銀
行
へ

の
資
本
注
入
、
企
業
再
建
へ
の
調
整
な
ど
を
体
系

的
に
実
施
し
た
。
為
替
管
理
自
体
に
つ
い
て
も
、

導
入
当
初
か
ら
、
産
業
界
か
ら
は
む
し
ろ
そ
れ
を

歓
迎
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
、
日
常
業
務
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
見
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

短
期
資
本
規
制
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
中

銀
は
段
階
的
に
送
金
規
制
を
原
則
禁
止
か
ら
送
金

課
税
へ
切
り
替
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
資
金
の
流

出
を
分
散
さ
せ
、
二
○
○
一
年
五
月
二
日
ま
で
に

完
全
に
撤
廃
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
固
定
為
替

制
度
の
撤
廃
に
つ
い
て
も
、
そ
の
手
際
は
見
事
な

も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
退
任
し
て
い
た
マ
ハ
テ

ィ
ー
ル
が
二
○
○
五
年
初
頭
に
「
固
定
為
替
制
度

を
見
直
す
べ
き
」
と
発
言
し
て
い
た
の
に
対
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
中
銀
の
ゼ
テ
ィ
総
裁
は
、
リ
ン
ギ
の

水
準
は
固
定
為
替
制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
ほ

ど
実
勢
か
ら
は
乖
離
し
て
い
な
い
と
繰
り
返
し
、

固
定
為
替
の
撤
廃
の
時
期
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
守

っ
た
。
二
○
○
五
年
七
月
二
一
日
、
世
界
の
注
目

が
中
国
・
人
民
元
の
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
移
行
に
集

ま
る
陰
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
も
七
年
近
く
続
い
た
固

定
為
替
制
度
を
廃
止
し
、
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
対

す
る
ペ
ッ
グ
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本

稿
執
筆
時
点
で
残
さ
れ
た
の
は
、
リ
ン
ギ
の
オ
フ

シ
ョ
ア
取
引
の
規
制
（
リ
ン
ギ
の
非
国
際
化
）
の

み
と
な
っ
た
。

●
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
何
を
守
ろ
う
と
し

た
の
か

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
「
政

策
」
と
「
政
略
」
の
双
方
を
駆
使
し
て
難
局
を
打

破
し
た
、
彼
の
キ
ャ
リ
ア
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

も
言
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
賛
否
両
論
あ
っ
た
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為
替
管
理
制
度
と
一
連
の
経
済
政
策
へ
の
評
価
も
、

現
在
で
は
ほ
ぼ
「
成
功
」
で
あ
っ
た
と
の
評
価
が

定
着
し
て
い
る
。

一
方
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
支
援
を
受
け
入
れ
た
国
も
、

短
期
的
に
は
落
ち
込
み
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の

後
景
気
回
復
を
果
た
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、「
マ

レ
ー
シ
ア
の
と
っ
た
政
策
が
必
ず
し
も
優
れ
て
い

た
と
は
言
え
な
い
」
と
す
る
議
論
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
種
の
議
論
は
重
要
な
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
見
落
と
し
て
い
る
。
第
一
に
、
他
の
国
で
は
通

貨
危
機
に
よ
っ
て
政
権
が
倒
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る

の
に
対
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政

権
が
存
続
し
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
他
の
国
で

は
不
良
債
権
処
理
の
過
程
で
外
資
に
よ
る
買
収
が

大
規
模
に
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
国
内
資
本
が
不
良
債
権
処
理
を
主
導
し
、
外
資

が
果
た
し
た
役
割
は
最
小
限
に
止
ま
っ
た
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
為
替
管
理
制
度
は
、
直
接
的
に
は

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
と
国
内
資
本
を
守
っ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
こ
れ
を
、
為
替
管
理
制
度
の
導
入
は
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
自
身
の
権
力
を
守
る
た
め
だ
っ
た
と

か
、
あ
る
い
は
彼
の
ク
ロ
ー
ニ
ー
で
あ
る
企
業
家

た
ち
を
守
る
た
め
だ
っ
た
と
矮
小
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
守
ろ
う
と
し
た
の

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
の
存
立
基
盤
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
九
六
九
年
五
月
一
三
日
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
で
マ
レ
ー
系
住
民
と
華
人
系
住
民
が
衝
突

し
、
二
○
○
名
近
い
死
者
を
出
す
惨
事
と
な
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
人
口
の
多
数
を
占
め
る
マ
レ
ー

系
住
民
が
華
人
系
住
民
に
対
し
て
経
済
的
に
劣
位

に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
民
族
間
の
経
済
格
差
を
背
景
と
し
た
五
・
一

三
事
件
を
受
け
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
一
九
七

一
年
よ
り
新
経
済
政
策
（N

ew
 E

conom
ic Policy

）

を
開
始
し
、
様
々
な
優
遇
措
置
の
も
と
で
、
マ
レ

ー
人
＝
農
村
在
住
＝
農
業
従
事
＝
低
所
得
、
華
人

＝
都
市
在
住
＝
商
工
業
従
事
＝
高
所
得
と
い
う
、

人
種
＝
居
住
地
＝
職
業
＝
所
得
が
固
定
化
・
二
分

化
さ
れ
た
状
況
を
再
編
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
」
で
あ

る
。通

貨
危
機
直
前
の
一
九
九
六
年
の
時
点
で
、
ブ

ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
た
。

ブ
ミ
プ
ト
ラ
（
マ
レ
ー
人
を
主
と
し
た
先
住
民
）

の
資
本
保
有
比
率
は
一
九
七
○
年
の
二
・
四
％
か

ら
一
九
九
五
年
に
は
二
○
％
を
超
え
、
自
動
車
、

航
空
、
銀
行
、
建
設
な
ど
、
多
く
の
分
野
で
ブ
ミ

プ
ト
ラ
企
業
家
が
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
自
身
は
、
こ
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政

策
を
自
ら
策
定
し
た
わ
け
で
も
、
無
条
件
に
支
持

し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
退
任
間
際
に
は
、
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
は
、「
松
葉
杖
（
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
）

で
歩
い
て
い
る
限
り
、
永
久
に
一
人
で
歩
け
る
よ

う
に
は
な
ら
な
い
」
と
マ
レ
ー
人
に
対
す
る
批
判

を
繰
り
返
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、
通
貨
危
機
の
際
に
マ
ハ
テ
ィ

ー
ル
が
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
高
い
リ
ス
ク
を

冒
し
て
為
替
管
理
制
度
を
導
入
し
た
の
は
、「
経

済
構
造
改
革
」
の
よ
う
な
標
語
の
も
と
で
、
マ
レ

ー
シ
ア
が
築
い
て
き
た
多
民
族
共
存
の
た
め
の
非

常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
シ
ス
テ
ム
が
破
壊
さ
れ
る
こ

と
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。「
幻
の
ア
ン
ワ
ー
ル

政
権
」
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
知
る
よ
し
も
な

い
が
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
関
与
の
も
と

で
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
と
そ
の
成
果
が
脅
か
さ
れ

る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
彼
自
身
の
回
顧
録
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
民
主
化
」
の
標
語
の
も

と
で
政
治
的
混
乱
が
収
ま
ら
な
い
イ
ラ
ク
の
現
状

を
見
れ
ば
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
危
惧
を
杞
憂
と
決

め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
世
界
を
敵
に
回
し

な
が
ら
も
死
守
し
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
の
中
で
再
び
曲
が

り
角
を
迎
え
て
い
る
。
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
象
徴

と
も
言
え
る
国
民
車
メ
ー
カ
ー
・
プ
ロ
ト
ン
は
身

売
り
の
危
機
に
瀕
し
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
新
政
権
の

も
と
で
は
、
企
業
家
を
重
視
し
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

時
代
と
は
違
っ
た
、
国
営
企
業
中
心
の
ブ
ミ
プ
ト

ラ
企
業
育
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

結
局
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
マ
レ
ー
シ
ア
を
国
家

的
危
機
か
ら
救
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
一
時
的
な

混
乱
を
恐
れ
る
あ
ま
り
「
改
革
」
を
遅
ら
せ
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
是
非
は
後
世
の
判
断

に
ゆ
だ
ね
る
し
か
な
い
。

（ 

く
ま
が
い　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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